
■材料（4人分） 
　カボチャ……………100g　 味噌………大さじ4
　玉ねぎ……………1/2個　 牛乳………2カップ
　鶏肉（むね肉）………200g    サラダ油…大さじ1
　小麦粉……………2カップ　 パセリ………少々
　だし汁……………5カップ
■作り方
①鍋に油を入れて熱し、一口大に切ったカボチャ
　・玉ねぎ・鶏肉を炒める。
②①にだし汁を加え、アクを取りながら野菜が柔
　らかくなるまで煮る。 
③小麦粉に牛乳を少しずつ加えて、耳たぶくらい
　の柔らかさに練る。それを手でちぎりながら②

　に入れる。（牛乳の残りは④で使う。）
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洋風すいとん

「
心
に
届
く
歌
」
を
目
指
し
て
ウ
ィ
ー
ン
へ
音
楽
留
学
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市
報

人口と世帯　●平成19年１月１日現在（対前月比）

　■人口　194,765人（+80）　男　97,664人（+63）　女　97,101人（+17）　■世帯　75,272世帯（+90）

環境にやさしい大豆油インキ

古紙配合率100％再生紙を
使用しています。

　「市報くまがや」は、自治会を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インターネ
ットでも「市報くまがや」をご覧になれます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   「市報くまがや」は毎月１日（原則）に発行します。（URL）http://www.city.kumagaya.lg.jp/

高  

橋  

ち
は
る
さ
ん



地場産農産物地場産農産物で地場産農産物で

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

一 言 ア ド バ イ ス

　今月の料理人は上川上の
　　　 八木原  康  代さん

(

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
生
・
高
柳)

◆農業振興課　3内線442
　　　◆健康づくり課
　　　　3５２８－０６０１

●牛乳を使ったすいとんです。
　　　　　 煮立たせないのがコツ！

（みじん切り）

私
の
人
生
を
変
え
た
出
会
い

　
私
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
と

に
か
く
歌
う
こ
と
が
大
好
き
で

し
た
。﹁
将
来
は
音
楽
の
先
生
に

な
れ
た
ら
﹂
な
ん
て
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
進
学
先
の
県
立
熊

谷
女
子
高
校
で
、
非
常
勤
講
師

を
さ
れ
て
い
た
小
川
明
子
先
生

と
出
会
い
、
私
の
人
生
は
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
音
楽
部
や
、
先
生
が
指
揮
を

と
る
合
唱
団
﹁
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
・

デ
ル
・
ク
オ
ー
レ
﹂
に
入
り
、

先
生
の
歌
を
間
近
で
聞
く
う
ち

に
、﹁
個
人
的
に
歌
を
教
わ
り
た

い
﹂
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
あ
る
日
勇
気
を

出
し
て
お
願
い
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
あ
っ
さ
り
と
Ｏ
Ｋ
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
生
か

ら
音
楽
を
表
現
す
る
方
法
を
教

わ
る
中
で
、﹁
音
楽
を
教
え
た
い
﹂

と
い
う
気
持
ち
が
、徐
々
に﹁
音

楽
を
追
求
し
た
い
﹂と
い
う
気
持

ち
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
。

本
場
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
研
鑽

　
そ
の
後
、
本
腰
を
入
れ
て
音

楽
の
勉
強
を
し
、
東
京
藝
術
大

学
音
楽
学
部
声
楽
科
に
進
学
し

ま
し
た
。
同
大
学
院
の
修
士
課

程
を
修
了
し
、
現
在
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音

楽
大
学
に
１
年
間
留
学
し
て
い

ま
す
。
大
学
で
は
、
本
場
の
ド

イ
ツ
語
の
発
音
や
発
声
方
法
な

ど
、
基
礎
か
ら

勉
強
し
直
し
て

い
ま
す
が
、
何
よ
り
も
、
私
の

好
き
な
ド
イ
ツ
歌
曲
が
生
ま
れ

た
土
地
の
空
気
に
触
れ
る
こ
と

で
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
刺
激

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
、
人
々
に
と
っ
て
、

音
楽
が
と
て
も
身
近
な
存
在
な

ん
で
す
よ
。
街
は
音
楽
で
溢
れ

て
い
て
、
オ
ペ
ラ
だ
っ
て
立
ち

見
な
ら
２
ユ
ー
ロ
︵
約
３
０
０

円
︶
で
観
ら
れ
ま
す
。ウ
ィ
ー
ン

で
の
生
活
の
全
て
が
、
今
後
の

糧
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

﹁
心
に
届
く
歌
﹂
を
歌
い
た
い

　
日
本
に
帰
国
後
は
、
歌
曲
だ

け
で
な
く
オ
ペ
ラ
な
ど
に
も
力

を
入
れ
、
い
ろ
ん
な
形
で
音
楽

に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
地
元
熊
谷
市
で
も
、
い

ろ
い
ろ
と
お
役
に
立
て
る
こ
と

が
あ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。
そ

し
て
、
自
分
の
歌
が
、
聞
く
方

の
心
に
し
っ
か
り
と
届
き
、
そ

の
曲
の
持
つ
魅
力
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
な
歌
い
手
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

④すいとんが浮き上がったら残りの牛乳と味噌を
　溶き入れる。 
⑤煮立つ直前に火を止めてパセリのみじん切りを
　散らして出来上がり。 
※野菜は冷蔵庫の残り物で、また好みで粉チーズを振ると
　さらにコクがでます。

　牛乳は消化吸収のよい
カルシウムが多く、味噌
との相性もぴったり。丈
夫な骨づくりのために、
毎日乳製品をとりましょ
う。貧血予防にはアサリ
（水煮缶）を加え、おいし
く"鉄"を補給しましょう。

都内のコンサートで歌声を披露する高橋さん

いた

み　 そ

げ
い 

じ
ゅ
つ

さ
ん

う
れ

あ
ふ

主な内容主な内容

URL   http://www.city.kumagaya.lg.jp/

 

県
北
初
の
20
万
都
市
が
誕
生
し
ま
す

 

身
近
な
環
境
の
研
究
発
表
会

 

市
政
ワ
イ
ド
　
4
月
は
統
一
地
方
選
挙
で
す 

ほ
か

 

市
政
情
報
　
市
・
県
民
税
の
申
告
は
3
月
15
日
ま
で
に 

ほ
か

 

く
ら
し
の
情
報
　
催
し
・
講
習
・
募
集
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ス
ポ
ー
ツ
・
相
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い
き
い
き
元
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み
ん
な
の
健
康
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ォ
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ニ
ュ
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ク
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く
ま
が
や
東
西
南
北

江
南
町
を
紹
介
し
ま
す

夢
追
い
人
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ッ
キ
ン
グ
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熊谷熊谷市と江南町を結ぶ押切橋と江南町を結ぶ押切橋
　2月1313日に熊谷市と江南町は合併し日に熊谷市と江南町は合併し、「新熊谷市新熊谷市」が誕生します。が誕生します。
　県北初の人口　県北初の人口2020万都市として、更なる発展が期待されます。万都市として、更なる発展が期待されます。 

熊谷市と江南町を結ぶ押切橋
　2月13日に熊谷市と江南町は合併し、「新熊谷市」が誕生します。
　県北初の人口20万都市として、更なる発展が期待されます。 
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県北初の
   20万都市が誕生します

　今月13日に、熊谷市は江南町と合併します。合併後の面積は
159．88km２、人口は204，675人（平成17年国勢調査）となります。
これからも合併のメリットを生かして行財政基盤の強化を図る
ことにより、効率的で充実した行政サービスの維持・向上を
目指します。

江南行政センターが設置されます。 
江南町役場が熊谷市役所の支所となり、「江
南行政センター」に名称が変わります。

教育委員会江南事務所が設置されます。
（江南行政センター内） 
教育委員会事務局の出先機関となります。

消防本部が熊谷市の組織として設置されます。
熊谷地区消防組合（熊谷市と江南町で設置）
が解散となることから、組合の組織から本
市の組織となります。

健康スポーツセンターおよび荒川南部環境センターが熊谷市の施設となります。
荒川南部環境衛生一部事務組合（熊谷市と江南町で設置）が解散となることから、一部
事務組合の施設から本市の施設となります。

江南町の施設が熊谷市の施設となります。

江
南
町
と
の
合
併
に
伴
い
、
２
月
13
日
か
ら

市
役
所
の
組
織
等
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。 

１

2

3

4

5

（表は一部の施設です）

施　　　設　　　名

コミュニティセンター（江南・江南第２）

江　南　保　健　セ　ン　タ　ー

老 人 福 祉 セ ン タ ー 江 南 荘

江　　南　　保　　育　　所

江 南 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

江 南 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

江 南 勤 労 福 祉 セ ン タ ー

江 南 農 業 研 修 セ ン タ ー

施　　　設　　　名

江　　南　　幼　　稚　　園

江 南 文 化 財 セ ン タ ー

江　南　総　合　文　化　会　館

江　　南　　公　　民　　館

江　　南　　図　　書　　館

江　　南　　体　　育　　館

江 南 総 合 グ ラ ウ ン ド

　事務室の変更 

　教育委員会社会教育課 文化財保護係の事務室は本庁舎６階から江南文化財センター（３ペ
ージ「主な施設③」参照）内へ移ります。　　　　　　　◆行政改革推進室　3内線216 

組織の変更

平成１９年２月１３日

　江南町役場（合併後：江南行政センター）
　　　　　　　   3536-1521　江南中央1-1 
　　 江南行政センター内には、総務税務課、市民
　 環境課、福祉課、産業課、建設課、出納室江南
　 分室、教育委員会江南事務所が設置されます。

3   市報くまがや  平成19年（2007）2月

❶江南保健センター
　江南勤労福祉センター  3536-1521 江南中央1-1　
　　１階が江南保健センター、２階が江南勤労福祉センタ
　ーです。江南勤労福祉センターには、談話室のほか、150人
　まで利用できる講習室、研修室、和室などがあります。

主な施設を紹介します　名称・住所は合併後の表記です

❹江南総合文化会館  3536-6262 千代325-1
　江南公民館  3536-6262　江南図書館  3536-6303
　　複合施設の愛称は「ピピア」で、Pure＝清新さ・純粋さ、Progress
　＝前進・発展、Active＝活動的、の意味が込められています。移動式
　観客席を備えた812席のホールを中心に、公民館部分、児童室のある
　図書館部分に分かれています。

❷老人福祉センター江南荘  3536-5600 千代１１８
　　超音波と気泡が出る浴槽が設置され、230人収容の大広
　間、機能訓練室、娯楽室、談話室、食堂、売店などがあ
　ります。

❸江南文化財センター   3536-5062 千代３２９ 
　　収蔵庫、特別収蔵庫、体験学習整理室、展示室、
　会議講座室などがあり、資料や発掘品など貴重な
　文化財を所蔵し、その保存や活用を図ります。

❺江南体育館  3536-5468
　　　　　　　 江南中央２-３-１ 

　　江南体育館は、バスケットボ
　ールなら１面、バレーボールな
　ら２面、バドミントンなら６面
　とれるアリーナを有しているほ
　か、３６０席の選手控席があります。

合
併
に
伴
う
お
知
ら
せ


住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
の


発
行
を
停
止
し
ま
す

　
江
南
町
と
の
合
併
に
よ
る
住
民

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
調
整
の
た
め
、
２
月
13
日
︵
火
︶

か
ら
16
日︵
金
︶ま
で
、
次
の
業
務

を
停
止
し
ま
す
。
①
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
交
付
②
電
子
証
明
書

の
発
行
③
広
域
交
付
住
民
票
の
発

行
④
付
記
転
入
・
転
出
の
受
付

◆
市
民
課
　
3
内
線
２
６
９

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課



土
地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に



関
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
す

　
２
月
13
日
の
江
南
町
と
の
合
併

に
伴
い
、



﹁
熊
谷
市
土
砂
等
に
よ
る

土
地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
﹂が
施
行
さ
れ
ま
す
。
条
例

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
５
０
０
㎡
以
上
の
規
模
で
土
地

　
の
埋
立
て
、
盛
土
お
よ
び
た
い

　
積
等
を
行
う
場
合
が
対
象
と
な

　
り
、
新
た
に
市
長
の
許
可
が
必

　
要
と
な
り
ま
す
。

・
土
地
の
埋
立
て
、
盛
土
、
た
い

　
積
等
に
関
す
る
施
工
基
準
を
設

　
け
ま
す
。

・
違
反
者
に
対
す
る
監
督
、
改
善

　
命
令
等
を
行
い
、
従
わ
な
い
場

　
合
に
は
公
表
す
る
制
度
を
設
け

　
ま
す
。

・
違
反
者
に
対
し
て
は
、
６
か
月

　
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以

　
下
の
罰
金
を
科
し
ま
す
。

◆
廃
棄
物
対
策
課

3
内
線
３
２
７

59

49

45

75

407

407

140 125

125

17 17

17

17

荒 川

刀水橋

久下橋

押切橋
熊谷大橋

荒川大橋

熊谷駅

籠原駅

行田駅

JR高
崎
線

秩父鉄道

バイパス

バ
イ
パ
ス

上
武
国
道 福川

妻沼行政センター

大里行政センター

和田吉野川

和田川

熊谷市役所

利根川

JR上越・北陸新幹線

❷
❹

❸

❶

❺

 江南町役場
（合併後：江南行政センター）

せん だい
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　﹁
自
然
は
み
ん
な
の
も
の
、大
切

に
し
よ
う
﹂
と
、
地
域
の
人
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
人
と
協
力
し
た
活
動
な
ど

に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

♣
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
一
人
一
鉢
栽

　
培︵
飼
育
栽
培
委
員
会
︶

　
﹁
花
と
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
の
で
き

　
　
　
る
市
田
っ
子
﹂
を
育
て
る

　
　
　
た
め
、
学
校
を
花
で
い
っ

　
　
　
ぱ
い
に
し
よ
う
と
、
全
児

　
　
　
童
に
呼
び
か
け
、
ペ
ッ
ト

　
　
　
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
一

　
　
　
人
一
鉢
栽
培
に
取
組
み
ま

　
　
　
し
た
。

　
　
　
♣
ア
サ
ガ
オ
を
育
て
た
よ

　
　
　
︵
１
年
生
︶

　
　
　
　
種
ま
き
、
水
や
り
と
一

　
　
　
生
懸
命
育
て
た
ア
サ
ガ
オ

　
　
　
の
花
が
咲
い
た
と
き
の
喜

び
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
押
し
花

や
た
た
き
染
め
を
し
、
た
く
さ
ん

取
れ
た
種
は
新
１
年
生
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

♣
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を

　
育
て
た
よ︵
２
年
生
︶

　
地
域
の
畑
の
先
生
・
飯
田
さ
ん

の
指
導
で
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
サ
ツ

マ
イ
モ
を
育
て
ま
し
た
。
真
っ
赤

な
ト
マ
ト
は
と
て
も
お
い
し
く
、

た
く
さ
ん
取
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
で

芋
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

♣
生
き
物
や
植
物
を
育
て
た
よ︵
３

　
年
生
︶

　
い
ろ
い
ろ
な
草
花
を
育
て
、
夏

に
は
き
れ
い
な
花
が
た
く
さ
ん
咲

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ョ
ウ
を
卵
か
ら
成
虫

に
な
る
ま
で
飼
育
し
た
り
、
サ
ケ

の
卵
の
飼
育
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

生
き
物
を
育
て
る
こ
と
で
、
命
を

大
切
に
す
る
優
し
い
心
に
な
れ
ま

し
た
。

♣
３
組
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
し
た
よ



︵
３
組
︶

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用

し
て
、
地
域
の
ご
み
拾
い
活
動
を

し
ま
し
た
。
２
回
の
ご
み
拾
い
で

５
袋
の
ご
み
が
集
ま
り
、
燃
え
る

ご
み
・
粗
大
ご
み
・
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
分
別
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
に
で
き

る
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
、
市
田

の
自
然
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

♣
ぼ
く
ら
は
切
れ
所
沼
探
検
隊︵
４

　
年
生
︶

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用

し
て
、
切
れ
所
沼
の
生
き
物
調
べ

を
し
ま
し
た
。
植
物
や
昆
虫
な
ど

を
観
察
し
、﹁
生
き
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
﹂

を
作
り
、
自
分
の
テ
ー
マ
で
本
や

新
聞
に
ま
と
め
ま
し
た
。
身
近
に

豊
か
な
自
然
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

♣
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
私
た
ち
の
住

　
む
ま
ち
は︵
５
年
生
︶

　
地
域
を
流
れ
る
川
や
用
水
路
の

水
質
や
周
辺
の
環
境
に
つ
い
て
調

べ
、
水
の
汚
れ
の
原
因
の
ほ
と
ん

ど
が
生
活
排
水
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

♣
地
球
の
環
境
・
市
田
の
環
境
を

　
守
ろ
う︵
６
年
生
︶

　
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
追
加
実
践
と
し
て
、
油
汚
れ
を

紙
で
ふ
き
取
る
な
ど
の
小
さ
な
取

組
み
を
通
じ
て
、
環
境
保
護
の
意

識
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
身
近
な
池
や
川

の
生
物
を
調
べ
、
生
き
物
が
住
み

や
す
い
環
境
に
し
よ
う
と
、
ご
み

拾
い
に
取
組
み
、
今
後
さ
ら
に
こ

の
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
ふ
る
さ
と
を
考
え
る

子
ど
も
た
ち
と
ふ
る
さ
と
を
考
え
る

     
     

身
近
な
環
境
の
研
究
発
表
会

身
近
な
環
境
の
研
究
発
表
会

子
ど
も
た
ち
と
ふ
る
さ
と
を
考
え
る

     
身
近
な
環
境
の
研
究
発
表
会

　
「
身
近
な
環
境
の
研
究
」
は
、
次
の
時
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
、
自
ら
の
研
究
の
成
果
か
ら
今
の

ふ
る
さ
と
を
知
り
、
ま
た
、
地
域
の
人
と
の
ふ
れ

あ
い
か
ら
昔
の
ふ
る
さ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

熊
谷
市
環
境
衛
生
協
議
会
が
市
内
の
小
学
校
に
地

域
の
環
境
調
査
な
ど
を
依
頼
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
市
田
、
長
井
、
秦
の
各
小
学
校
に
取

組
ん
で
い
た
だ
き
、
研
究
の
成
果
が
学
校
ご
と
の

発
表
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
の
元
気

な
発
表
に
、
来
場
し
た
皆
さ
ん
は
う
な
ず
き
な
が

ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
発
表
会
に
は
地
域
の
人
も
参
加

し
、
地
元
の
自
然
や
生
活
習
慣
の
移
り
変
わ
り
、

子
ど
も
の
こ
ろ
の
思
い
出
話
な
ど
が
語
ら
れ
、
昔

の
写
真
が
展
示
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
と
世
代
が
一

体
と
な
っ
て
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◆
環
境
衛
生
課
　
3
内
線
３
０
６

市
田
小
学
校

 

『
大
切
に
し
た
い
な

　
　
　
　
　
　
市
田
の
自
然
』

実りの秋を迎えて（市田小）

田植えの体験学習（市田小）

　
身
近
な
水
環
境
を
守
る
た
め
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
で
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
考
え
、

そ
れ
を
実
行
す
る
必
要
性
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

5   市報くまがや  平成19年（2007）2月

　
ま
た
、
学
校
の
近
く
の
万
有
製

薬
株
式
会
社
を
訪
問
し
、
食
堂
の

生
ご
み
処
理
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
微
生
物
を
使
っ

て
生
ご
み
を
分
解
し
て
堆
肥
に
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い

ろ
と
調
べ
、﹁
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
︱

２
﹂
と

い
う
身
近
な
材
料
で
作
れ
る
微
生

物
で
堆
肥
を
作
る
方
法
を
試
し
て

み
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
観
察
や
研
究
を
通
し

て
、
ミ
ミ
ズ
が
野
菜
く
ず
な
ど
を

食
べ
て
肥
料
に
す
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。ま
た
、私
た
ち
の
生
活

に
役
立
つ
微
生
物
が
身
近
に
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

♣
水
環
境
調
査︵
６
年
生
︶

　
学
校
の
ま
わ
り
は
川
や
用
水
路

に
囲
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
水
は
利

根
川
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

♣
生
ご
み
な
ど
の
堆
肥
化︵
３
年
生
︶

　
ミ
ミ
ズ
が
落
ち
葉
な
ど
を
土
の

栄
養
分
に
変
化
さ
せ
る
働
き
を
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ミ
ミ
ズ
を

利
用
し
た
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
校
庭
で
シ
マ
ミ
ミ

ズ
と
い
う
ミ
ミ
ズ
を
採
集
し
ま
し

た
が
、
数
が
足
り
な
い
の
で
専
門

業
者
か
ら
購
入
し
て
一
千
匹
の
ミ

ミ
ズ
を
用
意
し
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
再
利
用
し
た
容
器
に
ミ

ミ
ズ
を
入
れ
、
野
菜
く
ず
な
ど
の

生
ご
み
を
え
さ
に
し
て
飼
育
し
、

ミ
ミ
ズ
の
体
重
測
定
や
え
さ
の
変

化
の
様
子
、
卵
胞
︵
ミ
ミ
ズ
の
卵
︶

な
ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

　
　
　
や
地
図
に
表
し
ま
し
た
。

　
　
　
旧
福
川
、
道
閑
堀
、
福
川
、

　
　
　
奈
良
川
、
新
奈
良
川
、
農

　
　
　
業
用
水
路
の
水
質
を
調
べ

　
　
　
ま
し
た
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
や
窒

　
　
　
素
酸
化
物
は
高
い
数
値
を

　
　
　
示
し
、
水
の
汚
れ
が
進
行

　
　
　
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
、
身
近
な

　
　
　
川
の
観
察
を
続
け
、
家
庭

　
　
　
排
水
の
量
を
減
ら
す
こ
と
、

　
　
　
食
用
油
や
調
理
く
ず
な
ど

　
　
　
を
川
に
流
さ
な
い
こ
と
な

ど
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
実

行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

た
い

ひ

長
井
小
学
校



『
安
全
は
、
水
と
土
か
ら
見
え

 

て
く
る
　
水
を
学
ぶ
・
土
を
学

 

ぶ
・
環
境
を
学
ぶ
』

　
地
域
を
流
れ
る
川
の
水
環
境
調

査
や
生
ご
み
・
落
ち
葉
・
稲
わ
ら

な
ど
を
堆
肥
と
し
て
再
利
用
す
る

方
法
を
研
究
し
、
身
近
な
環
境
問

題
に
つ
い
て
気
付
き
、
考
え
た
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。

♣
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
で
再
資
源

　
化︵
給
食
委
員
会
︶

　
給
食
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

各
学
級
で
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
を

行
い
、
紙
の
再
資
源
化
に
取
組
み

ま
し
た
。

　
ま
た
、
給
食
の
残
量
調
べ
の
結

果
、
市
田
小
は
給
食
を
残
す
児
童

が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

♣
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
支
援
活
動

　
地
域
の
経
験
豊
か
な
お
年
寄
り

の
協
力
に
よ
り
、
米
づ
く
り
を
体

験
学
習
し
、
昔
遊
び
や
道
具
の
使

い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
積
極
的
な
協

力
に
よ
り
、
通
学
路
を
清
掃
す
る

﹁
地
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
﹂
や
学

校
内
の
環
境
美
化
、
資
源
回
収
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
地

域
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
協
力
に

よ
り
、
世
代
間
・
地
域
内
交
流
が

図
ら
れ
、
み
ん
な
で
身
近
な
環
境

を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が

子
ど
も
た
ち
に
芽
生
え
、
引
き
継

が
れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、こ
の
地
域
の
水
道
水
に
は

利
根
川
の
下
流
か
ら
取
水
し
た
水
が

20
％
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
身
近
な
川

の
汚
れ
は
そ
の
水

を
飲
む
人
間
の
健

康
に
害
を
与
え
る

と
考
え
、
地
域
の

川
や
用
水
路
の
水

質
を
調
べ
ま
し
た
。

　
五
感
を
使
っ
た

観
察
、
簡
易
水
質

検
査
器
具
を
使
っ

た
測
定
、
万
有
製

薬
株
式
会
社
の
水

質
管
理
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
測
定

な
ど
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
グ
ラ
フ

ミミズの採集（長井小）

水質検査の体験学習（長井小）

発表会の展示コーナー（長井小）

みんなで楽しい餅つき大会（市田小）
もち
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秦
小
学
校


『
見
つ
め
よ
う
・
守
ろ
う

          
　
秦
の
自
然
と
環
境
』

　
地
域
や
身
近
な
環
境
に
つ
い
て
、

総
合
的
な
学
習
や
生
活
科
の
時
間

を
中
心
に
、
学
年
ご
と
の
テ
ー
マ

を
決
め
、
調
査
し
た
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。

♣
自
然
と
遊
ぼ
う︵
１
年
生
︶

　
季
節
ご
と
に
学
校
の
近
く
を
流

れ
る
利
根
川
の
土
手
に
出
か
け
、

植
物
や
虫
と
遊
び
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
し
て
、
自
然
へ
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
育
て
た
ア
サ
ガ
オ
の
花

を
押
し
花
に
し
て
、
発
表
会
の
来

場
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

♣
野
菜
み
こ
し
の
で
き
る
ま
で︵
２

　
年
生
︶

　
学
校
の
農
園
で
育
て
た
野
菜
を

給
食
で
味
わ
っ
た
り
、
１
年
生
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
お
み
こ
し
に

　
　
　
　
野
菜
の
レ
プ
リ
カ
を
飾

　
　
　
　
り
付
け
、
自
然
の
恵
み

　
　
　
　
に
感
謝
し
、
地
域
が
豊

　
　
　
　
か
な
土
地
に
恵
ま
れ
て

　
　
　
　
い
る
こ
と
を
実
感
す
る

　
　
　
　
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
♣
秦
地
区
の
宝
・
あ
ば

　
　
　
　
　
れ
み
こ
し︵
３
年
生
︶

　
　
　
　
　
秦
の
宝
で
あ
り
、
誇

　
　
　
　
り
で
も
あ
る
大
杉
祭
り

　
　
　
　
の
﹁
あ
ば
れ
み
こ
し
﹂

　
　
　
　
を
調
べ
、
地
域
の
人
に

　
　
　
　
教
え
て
も
ら
っ
た
お
囃

　
　
　
　
子
を
発
表
会
で
披
露
し

　
　
　
　
ま
し
た
。

♣
私
た
ち
と
利
根
川︵
４
年
生
︶

　
利
根
川
の
上
流
か
ら
下
流
ま
で

の
様
子
を
資
料
や
現
地
を
訪
ね
て

調
べ
ま
し
た
。
利
根
川
の
水
質
や

植
物
の
名
前
を
調
べ
る
こ
と
で
、

利
根
川
の
水
が
あ
ま
り
汚
れ
て
い

な
い
こ
と
に
安
心
し
、
植
物
の
不

思
議
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
あ
ら
た

め
て
知
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

♣
身
近
な
環
境︵
５
年
生
︶

　
一
人
ひ
と
り
が
テ
ー
マ
を
決
め

て
、﹁
空
気
や
水
の
汚
れ
﹂
や
﹁
地

域
の
ご
み
調
べ
﹂
な
ど
の
活
動
を

地
域
の
様
々
な
場
所
で
行
い
ま
し

た
。
空
気
の
汚
れ
や
ご
み
の
多
さ

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
の

と
同
時
に
、
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
る
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

♣
わ
が
家
の
環
境
を
見
つ
め
直
そ

　
う︵
６
年
生
︶

　
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
し
て
、
家
庭
で
の
電
気
や
水

道
、ガ
ス
の
使
用
量
を
調
べ
、﹁
今
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
﹂
の
作
戦
を

立
て
、
実
行
し
ま
し
た
。
自
分
た

　
21
世
紀
は
、
今
ま
で
以
上
に
環

境
が
重
要
視
さ
れ
る
時
代
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
有
史
以

来
、水
や
空
気
な
ど
の
自
然
の
恵
み

を
当
た
り
前
の
よ
う
に
受
け
取
っ

て
き
ま
し
た
。し
か
し
、そ
れ
ら
を

使
う
だ
け
使
っ
て
そ
の
ま
ま
吐
き

出
し
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
な
ど
の
環
境
問
題
が
身
近
で
重

要
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
私
た
ち

は
、
便
利
で
快
適
な
生
活
を
手
に

入
れ
る
た
め
に
、
地
球
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
き
た
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
﹁
身
近
な
環
境
の
研
究
発

表
会
﹂
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
の

川
や
森
が
自
然
豊
か
で
あ
る
こ
と

が
本
当
の
豊
か
さ
で
あ
る
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
学
校
と

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ち
の
少
し
の
行
動
で
環
境
が
守
ら

れ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
全
学
年
の
活
動

と
し
て
、
菊
の
一
人
一
鉢
栽
培
や

通
学
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
ご
み
ゼ
ロ
運
動
を
行

い
ま
し
た
。

利根川調べ（秦小）

野菜みこし製作（秦小）

元気に発表できました（秦小）

は
や

し

7  市報くまがや  平成19年（2007）2月

投
票
日
　
４
月
22
日
︵
日
︶

開
票
日
　
４
月
22
日
︵
日
︶

開
票
所
　
市
民
体
育
館
︵
21
時
〜
︶

立
候
補
届
出
　
４
月
15
日
︵
日
︶

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時

　
　
市
役
所
６
階
６
０
３
会
議
室

■
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

と
　
き
　
４
月
15
日
︵
日
︶

　
　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時

と
こ
ろ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
お

よ
び
熊
谷
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
立
候
補
予
定
者
を
対
象
に
、
次

の
と
お
り
﹁
立
候
補
予
定
者
説
明

会
﹂を
開
催
し
ま
す
。
候
補
者
と
な

ろ
う
と
す
る
方︵
代
理
人
で
も
結
構

で
す
︶の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
県
議
選
説
明
会

と
　
き
　
３
月
５
日
︵
月
︶

　
　
　
　
13
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
勤
労
会
館

■
市
議
選
説
明
会

と
　
き
　
３
月
10
日
︵
土
︶

　
　
　
　
13
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
商
工
会
館

大
ホ
ー
ル

　
な
お
、
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
に
つ
い

て
は
、
１
候
補
者
に
つ
き
２
人
ま

で
の
出
席
で
、
自
動
車
は
乗
り
合

わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
る
よ
う
ご

協
力
く
だ
さ
い
。



立
候
補
準
備
と
選
挙
運
動
準
備

　
立
候
補
の
準
備

　
立
候
補
の
届
出
を
す
る
た
め
法

律
上
直
接
必
要
な
こ
と
で
、前
も
っ

て
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

▼
何
ら
か
の
公
職
に
就
い
て
い
な

　
い
か

　
自
分
が
何
ら
か
の
公
職
に
就
い

て
い
な
い
か
︵
公
務
員
と
し
て
の

身
分
を
持
っ
て
い
な
い
か
︶
ど
う

か
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
何
ら
か
の
公
職
に
就
い

て
い
る
場
合
に
、
そ
の
ま
ま
立
候

補
す
る
と
、
立
候
補
と
同
時
に
そ

の
職
を
失
う
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
供
託
す
る
に
は

　
立
候
補
し
よ
う
と
す
る
方
、
ま

た
は
他
人
を
候
補
者
と
し
て
届
け

出
よ
う
と
す
る
方
は
、
法
で
定
め

ら
れ
た
額
の
現
金
ま
た
は
こ
れ
に

相
当
す
る
額
面
の
国
債
証
書
を
あ

ら
か
じ
め
供
託
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
供
託
は
、
選
挙
の
期
日
の
告
示

前
で
あ
っ
て
も
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
立
候
補
の
届
出
は

　
立
候
補
の
届
出
に
つ
い
て
は
、

本
人
届
出
と
推
薦
届
出
の
方
法
が

あ
り
、文
書
で
そ
の
旨
を
直
接
選
挙

長
に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

︵
郵
便
に
よ
る
届
出
は
で
き
ま
せ
ん
︶。

▼
選
挙
運
動
の
準
備

　
選
挙
運
動
は
、
立
候
補
届
出
後

で
な
け
れ
ば
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
届
出
前
の
一
切
の
選
挙
運

動
は
、
す
べ
て
事
前
運
動
と
し
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
立
候
補
の
準
備
の
た

め
の
次
の
よ
う
な
行
為
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

・
政
党
等
の
公
認
を
求
め
る
行
為

・
選
挙
事
務
所
借
入
れ
の
内
交
渉

・
出
納
責
任
者
お
よ
び
選
挙
運
動

　
員
就
任
の
内
交
渉

・
労
務
者
雇
入
れ
の
内
交
渉

・
個
人
演
説
会
場
借
入
れ
の
内
交
渉

・
選
挙
演
説
を
依
頼
す
る
た
め
の

　
内
交
渉

・
選
挙
運
動
用
ハ
ガ
キ
に
よ
る
推

　
薦
依
頼
の
内
交
渉

・
自
動
車
、
拡
声
機
等
の
借
入
れ

　
の
内
交
渉

・
立
札
、看
板
、ポ
ス
タ
ー
等
の
作
成

・
選
挙
運
動
資
金
の
調
達

　
以
上
の
よ
う
な
行
為
で
あ
っ
て

も
、
投
票
獲
得
の
意
図
を
も
っ
て

行
わ
れ
る
と
き
は
、
事
前
運
動
と

な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

投
票
し
ま
し
ょ
う

投
票
し
ま
し
ょ
う

投
票
し
ま
し
ょ
う

４
月
は
統
一
地
方
選
挙
で
す

４
月
は
統
一
地
方
選
挙
で
す

　
投
票
日

県
議
選
　
４
月
８
日
︵
日
︶

市
議
選
　
４
月
22
日
︵
日
︶

　
身
近
な
選
挙
で
す
。
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

■
主
な
日
程

選
挙
人
名
簿
登
録
日

　
　
　
　
３
月
29
日
︵
木
︶

告
示
日
　
３
月
30
日
︵
金
︶

投
票
日
　
４
月
８
日
︵
日
︶

開
票
日
　
４
月
８
日
︵
日
︶

開
票
所
　
市
民
体
育
館
︵
21
時
〜
︶

立
候
補
届
出
　
３
月
30
日
︵
金
︶

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時

　
　
市
役
所
６
階
６
０
３
会
議
室

■
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

と
　
き
　
３
月
30
日
︵
金
︶

　
　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時

と
こ
ろ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
熊
谷
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

■
主
な
日
程

選
挙
人
名
簿
登
録
日

　
　
　
　
４
月
14
日
︵
土
︶

告
示
日
　
４
月
15
日
︵
日
︶

●
熊
谷
市
役
所

3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

第
５
投
票
区（
銀
座
）の
分
割
に
つ
い
て 

　
銀
座
投
票
区
の
有
権
者
数
の
増
加
に
伴
い
、「
銀
座
南
投
票
区
」
と
「
銀
座

北
投
票
区
」
の
二
つ
に
分
割
し
ま
す
。
投
票
所
は
両
投
票
区
と
も
熊
谷
東
小

学
校
体
育
館
で
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
育
館
内
を
二
つ
に
仕
切
っ
て
使

用
し
ま
す
。

●
第
５
投
票
区（
銀
座
南
）

　
区
域
　
銀
座
一
丁
目
、
銀
座
二
丁
目
、
銀
座
三
丁
目
、
銀
座
四
丁
目
、
銀

　
　
　
　
座
五
丁
目
、
銀
座
六
丁
目
、
銀
座
七
丁
目

●
第
35
投
票
区（
銀
座
北
）

　
区
域
　
末
広
三
丁
目
、
末
広
四
丁
目
、
平
戸
の
一
部
、
箱
田
の
一
部
、
上

　
　
　
　
之
の
一
部
、
戸
出
の
一
部
、
中
西
二
丁
目
の
一
部
、
中
西
四
丁
目

※
実
施
時
期
は
、
今
年
４
月
に
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　
3
内
線
３
９
７

県
議
選
4
／
8︵
日
︶
市
議
選
4
／
22︵
日
︶
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